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13･ CAMの数学的構造について

東大･理 鈴 木 増 雄

cAM理論では,1)～3)一定の古典的な異常性を示す近似列から真の異常性を推定する｡すな

わち,近似的な関数列をtfn(x))とするとき,

lim fn(tr)-i(x)nー00
となるような関数 f(a)の異常性を問題とする｡今,fn(a)がxnの近傍で

fn(x)-
(a-xn)?

(1)

(2)

のような一定の異常性 を示すものとする.このとき,係数 fnが n- - と共に異常に大きく

なるとする｡すなわち,例えば,

fn～(xn-x*)や
(3)

と振舞うとする｡このとき,CAM理論の主張することは次の通 りである｡

〔CAM予想〕 ある適当な関数族 tfn(a)Iecz)に対 して,その極限関数 f(x)は,(1)-(3)の

条件の下で

∫(∬)-
(a- 3 *)p+少

(4)

となる｡

数学としては,関数族 tjTn(n).)の充たすべき(必要 ･十分 )条件を探すことが問題となる｡

充分強い条件 (解析性とか有理型の関数,級数,-)と限定すれば,上の予想は示 し易いが,

全く一般的に議論するのは容易でないようである｡

例えば,級数展開の多項式近似列の零点xnの収束性xn-3'Lと関してはJentzschの定理4)･5)

がある｡しかし,関数形の漸近形 を与える定理は文献にあまり見当たらない｡

これらの議論をきっかけにして ｢CAM解析｣とでも言 うべき分野が出来ないものであろうか

と夢みている｡詳 しくは別に発表する予定である｡
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14.直交多項式におけるCAM理論

名大･理･数学 青 本 和 彦

1.Cauchy.Stietjes,Jacobi鎖

([1],[2])CAM理論 との関連を述べる前に,直交多項式の数学的背景 を復習する｡

変数 Ⅹの収束又は漸近級数

(1.1) や - co+JcIX+C2x2+- ec[Ⅸ]]

に対して

(1.2) や1-
潔

p- C｡ Cl+C2X+ -

- C.I+Pix+･-

は, cl≠0ならば,又甲と同様の級数であるOこの操作 (アルゴリズム)をTとおく｡

(1.3) ?1-TP

以下繰 り返 しが可能なものとする:

(1･4) ?a-Tnヴ, n -1,2,3,-

且っ
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